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まちの話題では、町内の行事や話題を紹介しています。
広報に掲載できなかった話題は町ホームページに掲載しています。

【URL】http://www.town.kuriyama.hokkaido.jp/

オーケストラの魅力
ひなまつりコンサート

栗山町 検索

国際的な次世代リーダーを育成
コカ・コーラ ヤング環境リーダー・サミット

　環境教育を通じて、国際的な次世代リーダーとなる人
材を育成・支援しようと「コカ・コーラ　ヤング環境リー
ダー・サミット」が 2 月 27 日から 6 日間、雨煙別小学
校 コカ・コーラ環境ハウスで行われました。参加したの
は中国や韓国、タイなどから招集された大学生 17 人と、
東京大学や横浜国立大学、北海道大学などに在籍してい
る留学生など 13 人の計 30 人。1 日には角田小学校、継
立小学校へ訪問し、各国の文化や遊び、民族衣装などを
栗山の子どもたちへ伝え、楽しいひと時を過ごしました。

包丁研ぎに汗を流す
高齢者世帯にボランティア

より良い肉を獲るため
シカ捕獲研修会

　町内のシカ肉加工施設稼働に合わせ 2 月 28 日、「エ
ゾシカ等捕獲研修会」が役場で開催され、栗山猟友会
会員や行政職員など 50 人以上が参加しました。講師
に北海道大学農学部教授で、社団法人エゾシカ協会会
長の近藤誠司さんを招き、「より良い肉を獲るための
捕獲方法」の演題で講話いただきました。参加者から
は「シカに寄生虫は？」、「シカ肉を海外に輸出できる
のか？」といった活発な質問も出され、成功裏に研修
会を終えました。

町民生委員児童委員協議会のボランティア部会 ( 藤
島　昇部会長 ) と栗山町技能協会 ( 椛澤忠彦会長 ) と
が 3 月 2 日、町の営繕室で包丁研ぎのボランティアを
行いました。普段、自分ではなかなか研ぐことが難し
い高齢者世帯などを対象に毎年行われている奉仕活動
で、今年が 23 回目。民生委員がそれぞれ担当地区の
家庭から集めた 197 本の包丁を、町技能協会会員 10
人が電動研磨機や、と石を使い、慣れた手つきで研ぎ
あげました。

札幌交響楽団の栗山町定期演奏会「札響ひなまつり
コンサート」（同実行委員会主催）が 3 月 10 日夜、町
スポーツセンターで開催されました。24 回目を迎え
た今回は、NHK 交響楽団正指揮者で、札響常任指揮
者やメルボルン交響楽団首席客演指揮者として国内外
で活躍されている尾高忠明さんがタクトをとり、モー
ツアルトの歌劇「フィガロの結婚」序曲など 8 曲が演
奏されました。聞き覚えのある、楽しく華やかな旋律
で、訪れたおよそ 700 人の観客を魅了しました。
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長年の地域活動が高く評価
信金ふるさと大賞

　公益財団法人空知しんきん産業文化振興基金が毎年
実施している「ふるさとづくり大賞」に、奨励賞に後
藤三夫さん（桜丘１）と貢献賞に栗山町青年団体協議
会（月輪淳紹会長）が受賞し 3 月 13 日、椿原紀昭町
長に報告に訪れました。長年の活動内容に応接室では
昔話に花が咲き、椿原町長は「受賞おめでとうござい
ます。今後もまちの活性化にご尽力をお願いします」
と労をねぎらいつつ、これからの活躍に期待していま
した。

広がる地域医療の連携
江別市と地域医療連携

「江別市・栗山町の地域医療連携に関する協定書」の
締結式が 3 月 14 日、江別市役所で行われました。三好
市長は「より広域な連携を図ることで、江別市において
も新たな医師確保につなげていきたい」と話すと、椿原
町長も「持続可能な地域医療体制を創るため、医師派遣
を中心とした協定を締結でき、心から感謝します」と話
しました。この協定により 4 月から栗山赤十字病院に医
師が派遣されるなど、栗山の地域医療体制の底上げが図
られます。

東日本大震災発生から 1 年となった
3 月 11 日、カルチャープラザ Eki で震
災チャリティ「お笑いライブ in くりや
ま」が開催されました。栗山町出身の
フォーリンラブのバービーさんや、ザ
ブングルなど 4 組 8 人が出演し、ファ
ン 312 人を魅了しました。冒頭、震災
犠牲者への黙とうを捧げ、全員でご冥
福を祈った後、ライブがスタートし、、
バービーさんが登場。軽妙なおしゃべ
りを披露しました。バービーさんにとっ
ては初凱旋ライブとなり、会場には恩
師や知人も詰めかけ、久々の再開に大
喜び。バービーさんは「こんなに良く
してくれるなら“ふるさと納税”を考
えます」と笑って話していました。ラ
イブ終了後、震災義援金を募る握手会
も実施。参加者のほとんどがそのまま
並び長蛇の列ができていました。なお、
集まった 9 万 4 千円余りの浄財は日本
赤十字社を通して被災地へ送られます。

バービーさんが凱旋
震災チャリティお笑いライブ in くりやま

※ 写 真 は 芸 能 事 務 所 か ら
の 要 請 で 、 イ ン タ ー ネ ッ
ト 上 で の 公 開 が で き ま せ
ん 。



◆
対

象

◇
土
地
・
家
屋
価
格
縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　

土
地
・
家
屋
の
納
税
義
務
者

◇
固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
閲
覧

　

ご
本
人
ま
た
は
同
じ
世
帯
の
ご
家
族

◆
期

間
（
土
日
祝
除
く
）

　

4
月
2
日
㈪
～
5
月
31
日
㈭

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
閲
覧
は
期
間
を
過
ぎ
て
も
で
き
ま
す

が
、
手
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

◆
縦
覧
・
閲
覧
に
必
要
な
も
の

身
分
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

◆
場
所
・
問
い
合
わ
せ

町
税
務
課
課
税
グ
ル
ー
プ

☎
�
7
5
0
4

　

お
む
つ
を
排
出
す
る
場
合
に
使
用
す

る
指
定
ご
み
袋
の
無
料
配
付
を
行
っ
て

い
ま
す
。

◆
対

象　

在
宅
で
紙
お
む
つ
や
、
尿
取
り
パ
ッ
ト

を
利
用
し
て
い
る
方
で
次
の
い
ず
れ
か

を
受
け
て
い
る
方
の
い
る
世
帯

①
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

②
身
体
障
が
い
者
手
帳
お
よ
び
療
育
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

※
す
で
に
乳
幼
児
の
配
布
証
を
お
持
ち
の

方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

【
初
回
申
請
】

①
対
象
者
で
あ
る
こ
と
を
証
明
で
き
る
も

の
（
介
護
保
険
被
保
険
者
証
・
身
体
障

害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
な
ど
）

②
紙
お
む
つ
を
購
入
し
た
こ
と
が
証
明
で

き
る
書
類（
領
収
書
や
レ
シ
ー
ト
な
ど
）

③
印　

鑑

【
更
新
申
請
】

①
配
付
証
と
紙
お
む
つ
を
購
入
し
た
こ

と
が
証
明
で
き
る
書
類
（
領
収
書
や
レ

シ
ー
ト
な
ど
）

②
印　

鑑

◆
配
布
内
容　

・
オ
ム
ツ
利
用
～
茶
色
袋
35
㍑
用
1
カ
月

10
枚
、
ま
た
は
50
㍑
用
1
カ
月
枚

・
尿
と
り
パ
ッ
ト
利
用
～
茶
色
袋
35
㍑
用

１
カ
月
５
枚

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

　

町
で
は
心
身
に
障
が
い
を
お
持
ち
で

歩
行
が
困
難
な
方
に
対
し
、
ハ
イ
ヤ
ー

の
基
本
料
金
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
次

に
該
当
し
、助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

随
時
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
印
鑑
、

身
体
障
が
い
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

暮  

ら  

し
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人　口　13,229   人  （－17）
　男　　 6,192   人  （－   5）
　女　　 7,037   人  （－12）
世帯数　 6,020世帯 （－   7）

※3月1日現在、（　）内は前月比

人のうごき

668ｃｍ
（昨年は598ｃｍ）
※3月15日までの降雪量

降った雪の量

を
持
参
の
う
え
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対

象　

前
年
度
（
平
成
23
年
度
）
の
町
民
税
が

非
課
税
の
世
帯
で
左
記
の
い
ず
れ
か
に

該
当
さ
れ
る
方

①
身
体
障
が
い
の
程
度
が
１
級
も
し
く
は

２
級
で
、
下
肢
・
体
幹
・
視
覚
の
い
ず

れ
か
に
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

②
療
育
手
帳
Ａ
判
定
の
方
（
児
童
含
む
）

※
す
で
に
乳
幼
児
の
配
布
証
を
お
持
ち
の

方
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
事
業
所　

栗
山
ハ
イ
ヤ
ー
、
丸
幸
ハ
イ
ヤ
ー
、
福

祉
タ
ク
シ
ー
優
心
、
介
護
タ
ク
シ
ー
マ

オ
イ

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

　

町
住
民
福
祉
課
福
祉
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ

☎
�
2
2
2
2

◆
日

時

６
月
5
日
㈫
～
8
日
㈮
の
４
日
間

午
前
９
時
～
午
後
５
時

◆
場

所

札
幌
市

◆
資

格

消
防
法
施
行
規
則
第
４
条
の
２
の
４
第
４

項
に
規
定
す
る
受
講
資
格
を
お
持
ち
の
方

固
定
資
産
税
の
縦
覧
・
閲
覧

町
指
定
ご
み
袋
無
料
配
布
制
度

福
祉
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
料
金
助
成

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習

講
習
・
試
験

■問い合わせ　北海道盲導犬協会   ☎ 011-582-8222

　一般家庭で、将来の盲導犬になる生後 50 日くらい
の仔犬を育ててくださる方（パピーウォーカー）が不
足しています。興味のある方はぜひお問い合わせくだ

さい。※室内飼育や、長時間留守に
しないなどの条件あり

昨年、栗山小学校での福祉学習に
来てくれた盲導犬のアトム

◆
定

員　

50
人

◆
受
付
期
間

４
月
16
日
㈪
～
５
月
7
日
㈪

◆
受
講
申
請
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

◆
受
付
期
間　

４
月
9
日
㈪
～
18
日
㈬

◆
等

級　

１
級
～
３
級
、
単
一
等
級

◆
実
施
職
種

造
園
、
鉄
工
、
と
び
、
建
築
板
金
な
ど

◆
受
検
資
格

各
職
種
と
も
所
定
の
実
務
経
験
な
ど
が

必
要
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infomation ４

国 民 年 金
国民年金保険料は、

前納がお得です！
　国民年金保険料には、まとめ払いする
と割引のある「前納制度」があります。
毎月納めるよりお得なうえ、納め忘れも
なくとても便利です。
　たとえば、１年間分をまとめて前納さ
れると 3,190 円お得になります（1 年間
分前納の納付期限は５月１日）。また、
730 円お得な６カ月前納もあります。く
わしくは、役場住民福祉課住民保険グルー
プまでご相談ください。

【問い合わせ】
町住民福祉課住民保険グループ☎� 7509

※
経
験
年
数
の
短
縮
・
免
除
お
よ
び
実
施

職
種
、
受
検
手
数
料
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

空
知
地
方
技
能
訓
練
協
会

☎
０
１
２
５（
２
４
）１
８
８
０

　
◆
日
　
　
時

　

5
月
9
日
㈬
～
11
日
㈮

　

午
前
9
時
～
午
後
5
時

◆
場
　
　
所

岩
見
沢
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
赤
レ
ン
ガ

◆
受
講
料

2
2
7
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

◆
定
　
　
員
　
20
人

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

日
本
ボ
イ
ラ
協
会
岩
見
沢
地
区
支
部

　

☎
０
１
２
６
（
２
4
）
3
0
8
7

◆
日
　
　
時

　

4
月
21
日
㈯

　

午
前
9
時
～
午
後
4
時
30
分

◆
場
　
　
所

岩
見
沢
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料　
　

1
1
0
0
0
円

（
林
災
防
会
員
は
9
0
0
0
円
）

◆
申
込
期
限　

4
月
13
日
㈮

※
申
し
込
み
方
法
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

林
材
業
労
災
防
止
協
会
岩
見
沢
分
会

　

☎
０
１
２
６
（
7
6
）
7
3
0
1

◆
試
験
日　

６
月
3
日
㈰

◆
場
所
・
試
験
種
類

･
札
幌
市　

甲
種
、
乙
種

こ
の
ほ
か
、道
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格

乙
種
は
制
限
な
し
。
甲
種
に
つ
い
て
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

４
月
18
日
㈬
～
26
日
㈭

※
電
子
申
請
は
、
４
月
15
日
㈰
～
23
日
㈪

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

☎
�
０
１
５
０

ゆうちょ銀行で自動払い
込みをご利用の皆さんへ
　
　4 月より、町のゆうちょ銀行口座名義が
変わります。同行で自動払込みを利用され
ている方は、引き続き、口座から引き落と
しさせていただきます。
　皆さんが手続きをしていただく必要はあ
りません。

□町の口座名義　　　
　変更前：栗山町水道事業管理者
　変更後：栗山町水道事業

みんなの

水 道

■問い合わせ
町建設水道課上下水道グループ　☎ �7514

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

刈
払
機
取
扱
作
業
者

安
全
衛
生
教
育
講
習
会

技
能
検
定

消
防
設
備
士
試
験
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◆
試
験
日　

６
月
3
日
㈰

◆
場
所
・
試
験
種
類

･
札
幌
市

甲
種
、
乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

･
岩
見
沢
市

乙
種
（
第
１
～
６
類
）、
丙
種

こ
の
ほ
か
、道
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

◆
受
験
資
格

乙
種
、
丙
種
は
制
限
な
し
。
甲
種
に
つ

い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

４
月
18
日
㈬
～
26
日
㈭

※
電
子
申
請
は
、
４
月
15
日
㈰
～
23
日
㈪

◆
受
験
願
書
の
請
求
先
・
問
い
合
わ
せ

南
空
知
消
防
組
合
消
防
署

生
活
安
全
課

　

☎
�
０
１
５
０

　

栗
小
お
話
し
会
で
は
、
栗
山
小
学
校

の
各
教
室
で
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て

い
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
い
る
・
い
な
い
、

性
別
、
年
齢
な
ど
関
係
な
く
、
ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
っ
た
く
経
験
の
な
い
方
で

も
経
験
者
と
グ
ル
ー
プ
で
教
室
に
入
る

よ
う
に
し
ま
す
の
で
心
配
い
り
ま
せ

ん
。
一
緒
に
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
ま

せ
ん
か
。

◆
活
動
時
間

週
1
回　

午
前
8
時
15
分
～
30
分
（
15
分

間
）
※
毎
週
が
無
理
な
方
で
も
参
加
可

◆
問
い
合
わ
せ

　

栗
小
お
話
会　

代
表　

藤
森

　

☎
�
2
2
4
7

　
　

地
域
で
農
業
に
携
わ
る
女
性
の
輪
を

広
げ
る
た
め
、
一
緒
に
農
業
経
営
や
作

物
栽
培
な
ど
の
基
礎
を
学
び
な
が
ら
地

域
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方
を

募
集
し
ま
す
。

◆
対

象　

町
内
在
住
の
就
農
ま
た
は
農
業
者
と
結

婚
さ
れ
て
10
年
未
満
の
女
性
（
育
児
中

の
方
は
子
ど
も
同
伴
可
）

◆
内

容

農
業
基
礎
講
座
や
現
地
講
座
な
ど
（
年

6
回
程
度
）

◆
募
集
期
間

5
月
10
日
㈭
ま
で

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
農
業
振
興
公
社

☎
�
２
５
０
０

危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
試
験
区
分
・
受
験
資
格

◇
Ａ
区
分

・
学
歴　

学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学
（
短

期
大
学
を
除
く
）
を
卒
業
し
た
方
（
平

成
25
年
度
3
月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

◇
Ｂ
区
分

・
学
歴　

Ａ
区
分
以
外
の
方

◆
年
　
　
齢

　

昭
和
55
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
7
年
4

月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

◆
受
付
期
間

　

4
月
2
日
㈪
～
18
日
㈬

◆
1
次
試
験
日　
　

5
月
13
日
㈰

◆
採
用
予
定
人
員

・
男
性
Ａ
区
分　
　
　
　
　
　

170
人

・
男
性
Ｂ
区
分　
　
　
　
　
　

55
人

・
女
性
A
区
分　
　
　
　
　
　

30
人

・
女
性
Ｂ
区
分　
　
　
　
　
　

10
人

◆
問
い
合
わ
せ

栗
山
警
察
署
警
務
係

　

☎
�
０
1
1
0（
内
線
2
1
0
）

◆
日
　
　
時

　

4
月
20
日
㈮　

午
後
１
時
～
4
時

相  
  

談

無
料
法
律
相
談

平
成
24
年
度
第
1
回
目

警
察
官
募
集

本
の
読
み
聞
か
せ
し
ま
せ
ん
か

募
　
　
集

く
り
や
ま
農
業
女
性
塾

塾
生
募
集

◆
場
　
　
所

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
し
ゃ
る
る
」

◆
内

容

札
幌
弁
護
士
会
所
属
弁
護
士
に
よ
る
20

分
間
程
度
の
法
律
相
談

◆
申
込
方
法　

　

事
前
に
電
話
で
予
約

◆
相
談
料　
　

無　

料　
（
定
員
7
人
）

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

栗
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
�
1
3
2
2

　◆
日
時
・
場
所

　

4
月
19
日
㈭　

午
後
1
時
～
3
時

空
知
総
合
振
興
局

◆
対
　
　
象

心
に
健
康
問
題
を
抱
え
て
い
る
方
、
精

神
障
が
い
の
あ
る
方
、
そ
の
ご
家
族

◆
相
談
員

精
神
科
嘱
託
医
師
に
よ
る
面
接
相
談

◆
申
込
期
限　

4
月
18
日
㈬
の
午
前
中

◆
申
込
先
・
問
い
合
わ
せ

岩
見
沢
保
健
所

　

☎
０
１
２
６
（
２
０
）
０
１
２
１

　【
金
一
封
】

◇
小
幡
孝
秀
さ
ん
（
杵
臼
）
よ
り
総
務
寄

附
金
（
ま
ち
づ
く
り
）
と
し
て
◇
渡
辺
サ

ダ
子
さ
ん
（
朝
日
4
）
よ
り
教
育
寄
附
金

（
栗
山
小
学
校
事
業
）
と
し
て
◇
森  

克

己
さ
ん
（
継
立
）
よ
り
総
務
寄
附
金
（
ま

ち
づ
く
り
）
と
し
て

【
金
一
封
】

◇
真
木
こ
と
み
フ
ァ
ン
の
集
い
栗
山
町
イ

ベ
ン
ト
企
画
（
松
本
泰
幸
代
表
）
よ
り
社

会
福
祉
事
業
へ
◇
日
置
正
敏
さ
ん（
桜
山
）

よ
り
父
の
逝
去
に
際
し
て
◇
青
木
一
夫
さ

ん (

杵
臼)

よ
り
社
会
福
祉
事
業
へ
◇

森
克
己
さ
ん
（
継
立
）
よ
り
父
の
逝
去

に
際
し
て

【
物　

品
】

◇
小
林
酒
造
（
錦
3
）
◇
Ｊ
Ａ
そ
ら
ち
南

婦
人
部
（
窪
田
智
子
部
長
）

【
金
一
封
】

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
月
見
草
の
会
（
佐
藤
倶
子
会
長
）

◇
天
理
教
青
年
部
（
富
山
知
一
部
長
）
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【
2
月
16
日
～
3
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　
氏
　 

名
　    

月 

日                          

父
母
名       

住  

所

鵜
川
獅し

の之 

2/23

村
口
理り
ひ
と人 

3/7

勇

樹

智
恵
子

幸
太
郎

憲

子

御

園

桜
丘
３

お
め
で
た

【
2
月
16
日
～
3
月
15
日
届
出
分（
敬
称
略
）】

　

  

氏
　
名
　   

齢  

月 

日                         

世
帯
主       

住  

所

金
子
力
男 

81 

2/16 

本

人

青
塚
壮
雄 

43 

2/19 

壯

次

大
槻
　

萬 

101 

2/22 

竹

夫

増
田
明
伸 

52 

2/26 

本

人

矢
野
英
子 

80 

2/26 

本

人

後
藤
初
子 

81 

3/3 

鶴

吉

石
田
利
光 

88 

3/5 

本

人

鈴
木
ち
づ
ゑ 

90 

3/7 

岩
﨑
理
知
子

お
く
や
み

松
風
２

富

士

中

里

中

里

湯

地

角

田

松
風
３

松
風
４

【
物　

品
】

◇
カ
イ
ン
ド
ネ
ス
シ
オ
ミ
薬
品
（
松
風

3
）
◇
エ
ス
ケ
イ
ア
イ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な

の
花
薬
局
栗
山
店
（
朝
日
2
）
◇
く
す
り

の
え
び
な
（
中
央
2
）

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
】

◇
卜
部
澄
子
さ
ん
（
松
風
4
）
◇
三
浦
英

昭
さ
ん（
朝
日
4
）◇
太
田
欣
仁
さ
ん（
松

風
2
）
◇
西
岡
マ
サ
子
さ
ん
（
松
風
2
）

　
　
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
　
く
り
の
さ
と
へ

　
　
泉
徳
苑
へ

　
　
町
　
へ ご  

厚  

意

■ 問 い 合 わ せ 　 　 町 く り や ま ブ ラ ン ド 推 進 室 　 ☎ � 7 5 1 6

町 職 業 相 談

心
の
健
康
相
談

　栗山町・長沼町・由仁町在住の就職希望者を対象に、
ハローワーク職員による職業相談を毎月 1 回行います。
当日会場にお越しください。※申し込み不要

　■日　時　 毎月第 2 木曜日　午後 1 時～ 3 時 30 分
　■場　所　 栗山町勤労者福祉センター（中央 3）

4 月12 日木
■時間　午後 1 時～ 3 時 30 分
■場所　栗山町勤労者福祉センター

毎月第 2 木曜日　4 月は・・

求人情報は、役場および町ホームページで閲覧ができます。


